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北海道観光入込客数調査の内容と留意事項

１ 北海道観光入込客数調査について

本調査は、観光庁が定めた「観光入込客統計に関する共通基準」に準じて平成２２年度

に道が改正した「北海道観光入込客数調査要領」に基づき、観光入込客数などを推計した

ものです。

２ 調査内容

(1) 観光入込客数（実人数）

市町村が行う観光地点等入込客数調査、道が行う観光地点パラメータ調査及び観光庁

が提供する宿泊観光入込客数などのデータなどにより推計した北海道における観光入

込客の実人数

実人数：１人の観光客が１回の旅行で、５市町村を訪問している場合で

も、１人と数えます。

訪日外国人来道者数（実人数）については、日本政府観光局（ＪＮＴＯ）の訪日外客

数や訪日外客訪問地調査などにより推計した北海道を訪れた外国人の実人数

(2) 観光入込客数（延べ人数）

各市町村の観光入込客数を集計した観光入込客数の延べ人数

延べ人数：市町村の実人数の単純合計

１人の観光客が１回の旅行で、５市町村を訪問している

場合は、５人と数えます。

(3) 観光消費額単価

観光地点パラメータ調査により、道内客、道外客、外国人について、「観光」、「ビジ

ネス兼観光」別に推計した観光消費額単価

３ 利用上の留意事項

各数字は、四捨五入のため合計が合致しない場合があります。
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Ⅰ 観光入込客数（実人数）
１ 概況

平成２４年度の観光入込客数は、５,０９８万人となりました（前年度比１１０.５％）。

平成２３年３月の東日本大震災の影響などにより落ち込んだ観光需要が回復基調に転じ

たことに加え、観光関係団体等の協力のもと北海道デスティネーションキャンペーンが全

国展開されたことや、１１月の道央自動車道森・大沼公園間及び前年１０月の道東自動車

道夕張・占冠間の開通による交通アクセスの向上、国内外の新規路線の就航などにより、

５月のゴールデンウィーク後半や冬の悪天候などの影響はありましたが、前年度に比べ１

０.５％の増加となりました。

２ 道内客・道外客・外国人別

道内客・道外客・外国人別にみると、道内客は４,４７５万人、道外客は５４４万人、

外国人が７９万人となり、構成比では、道内客が８７.８％、道外客が１０.７％、外国人

が１.５％となっています。

３ 日帰り客・宿泊客別

日帰り客・宿泊客別にみると、日帰り客は３,５２６万人、宿泊客は１,５７１万人となり、

構成比では、日帰り客が６９.２％、宿泊客が３０.８％となっています。

４ 四半期別

四半期別にみると、第１四半期が１,３６３万人（構成比２６.７％、前年度比１１６.５％）、

第２四半期が２,０１１万人（同３９.４％、同１１３.９％）、第３四半期が７９９万人

（同１５.７％、同１０５.８％）、第４四半期が９２５万人（同１８.１％、同１００.４％）

となっています。

＜平成２４年度　観光入込客数（実人数）＞

区　　　　分 日帰り客 宿泊客 計 前年度比 前々年度比 構成比

１，００１万人 ２２８万人 １，２２９万人 １１５．０％ ９１．３％ ９０．２％
第１四半期 １万人 １１８万人 １１９万人 １２４．０％ ９９．２％ ８．７％
(4～6月) － １４万人 １４万人 ２７０．８％ １０３．９％ １．０％

１，００２万人 ３６１万人 １，３６３万人 １１６．５％ ９２．１％ １００．０％

１，５２０万人 ２７２万人 １，７９２万人 １１３．９％ １００．３％ ８９．１％
第２四半期 ８万人 １８８万人 １９６万人 １１０．７％ １０１．６％ ９．７％
(7～9月) － ２３万人 ２３万人 １４８．１％ ９２．８％ １．１％

１，５２８万人 ４８２万人 ２，０１１万人 １１３．９％ １００．３％ １００．０％

４３５万人 ２３１万人 ６６７万人 １０５．５％ １０３．４％ ８３．５％
第３四半期 １万人 １１５万人 １１６万人 １０７．４％ １０６．４％ １４．５％
(10～12月) － １７万人 １７万人 １１４．１％ １１２．５％ ２．１％

４３６万人 ３６３万人 ７９９万人 １０５．８％ １０３．９％ １００．０％

５５７万人 ２３０万人 ７８７万人 ９９．２％ １０４．２％ ８５．１％
第４四半期 ３万人 １１０万人 １１３万人 １０５．６％ １１４．１％ １２．２％
(1～3月) － ２５万人 ２５万人 １１６．０％ １２０．８％ ２．７％

５６０万人 ３６５万人 ９２５万人 １００．４％ １０５．８％ １００．０％

３，５１３万人 ９６２万人 ４，４７５万人 １１０．０％ ９８．７％ ８７．８％
合　　計 １３万人 ５３１万人 ５４４万人 １１１．７％ １０４．４％ １０．７％

－ ７９万人 ７９万人 １３８．７％ １０６．６％ １．５％
３，５２６万人 １，５７１万人 ５，０９８万人 １１０．５％ ９９．４％ １００．０％
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５ 訪日外国人来道者数（実人数）

(1) 概 況

平成２４年度の訪日外国人来道者数は、７９万４００人となりました。

平成２３年３月に発生した東日本大震災の影響などによる落ち込みから回復し、１０月

に直行便が就航したタイからの来道客が大幅に伸びたほか、年度後半には円安が進ん

だことなどから、前年度に比べて３８.７％増加し、過去最高となりました。

(2) 国・地域別

本道観光の主要市場であるアジア地域からの

来道者は６６万１,７００人で、前年度に比べて

３８.３％の増加となりました。

国・地域別で見ると、台湾が２８万８００人

（前年度比１４６.９％）と最も多く、次いで、

韓国が１２万３,６００人（同１３７.８％）と

なっています。特にタイは前年度比２８１．４％

増の３万７，０００人となり、非常に大きな伸び

を示しました。

来道者数の多い主要な国・地域別の特徴は次

のとおりです。

訪日旅行需要の高まりから、年度前半は前年同期比７２％の増加となり、震災前の来道

台 湾 者数を上回る回復を示しました。また、年度後半は、道内地方空港への国際定期便の新規

就航やチャーター便による航空座席の供給拡大もあり、通年では前年度比４７％の増加と

なり、過去最高を記録しました。

韓 国 原発事故や円高の影響等により、回復の動きに足踏み感が見られましたが、年度後半の

円高の緩和傾向などから、通年では前年度比３８％の増加となりました。

年度の前半は、日本への渡航制限の緩和による個人旅行の増加などにより前年度比１０

中 国 １％の増加となりましたが、年度後半は、日中間情勢の影響により団体旅行を中心に大幅

に落ち込み、前年度比４０％の減少となりました。通年では、前年度比１％の増加となり

ました。

香 港 円高や景気の先行き不安、原発事故の影響などマイナス要因もありましたが、根強い訪

日旅行人気もあり、通年では前年度比２９％の増加となりました.

好調な経済状況や強い北海道人気などに加え、６月に数次ビザの発給が開始されたこと

タ イ や１０月にはバンコクと新千歳を結ぶ直行便が就航したことなどもあり、通年では前年度

比２８１％の増加と非常に大きな伸びを示しました。

オースト 冬季における来道者が訪日来道者数の大部分を占める中、スキー需要の回復などから、

ラリア 第４四半期が前年度比３２％の増加、通年では同４３％の増加となりました。
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＜平成２４年度訪日外国人来道者数（実人数）＞ （単位：人）

区 分 中　国 韓　国 台　湾 香　港 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ ﾏﾚｰｼｱ タイ 小計

第１四半期 ２４年度 23,500 26,700 49,800 13,800 5,700 4,300 3,500 127,300

（４～６月） ２３年度 9,700 10,200 18,400 3,600 1,300 300 300 43,800

前年度比 242.3% 261.8% 270.7% 383.3% 438.5% 1433.3% 1166.7% 290.6%

第２四半期 ２４年度 35,400 40,900 81,000 22,600 7,200 6,700 10,200 204,000

（７～９月） ２３年度 19,600 32,200 57,600 16,700 6,900 3,300 2,700 139,000

前年度比 180.6% 127.0% 140.6% 135.3% 104.3% 203.0% 377.8% 146.8%

第３四半期 ２４年度 15,000 21,200 72,000 16,400 7,000 3,400 3,800 138,800

（10～12月） ２３年度 27,900 16,700 53,300 16,300 6,100 2,000 800 123,100

前年度比 53.8% 126.9% 135.1% 100.6% 114.8% 170.0% 475.0% 112.8%

第４四半期 ２４年度 28,300 34,800 78,000 19,800 3,600 7,600 19,500 191,600

（１～３月） ２３年度 44,200 30,600 61,900 19,600 3,400 6,800 5,900 172,400

前年度比 64.0% 113.7% 126.0% 101.0% 105.9% 111.8% 330.5% 111.1%

２４年度 102,200 123,600 280,800 72,600 23,500 22,000 37,000 661,700

２３年度 101,400 89,700 191,200 56,200 17,700 12,400 9,700 478,300

合　　計 ２２年度 135,500 148,900 183,700 87,100 28,800 21,700 18,400 624,100

前年度比 100.8% 137.8% 146.9% 129.2% 132.8% 177.4% 381.4% 138.3%

前々年度比 75.4% 83.0% 152.9% 83.4% 81.6% 101.4% 201.1% 106.0%

区 分 ロシア 米国 カナダ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ その他 合計

第１四半期 ２４年度 2,400 3,000 1,400 2,600 7,100 143,800

（４～６月） ２３年度 1,000 2,100 600 600 5,000 53,100

前年度比 240.0% 142.9% 233.3% 433.3% 142.0% 270.8%

第２四半期 ２４年度 4,000 5,600 2,600 2,000 13,500 231,700

（７～９月） ２３年度 2,400 4,400 1,700 1,300 7,700 156,500

前年度比 166.7% 127.3% 152.9% 153.8% 175.3% 148.1%

第３四半期 ２４年度 2,400 4,100 2,500 2,800 17,000 167,600

（10～12月） ２３年度 1,800 3,300 2,500 2,000 14,200 146,900

前年度比 133.3% 124.2% 100.0% 140.0% 119.7% 114.1%

第４四半期 ２４年度 2,300 11,000 2,900 22,000 17,500 247,300

（１～３月） ２３年度 2,200 6,500 1,800 16,600 13,700 213,200

前年度比 104.5% 169.2% 161.1% 132.5% 127.7% 116.0%

２４年度 11,100 23,700 9,400 29,400 55,100 790,400

２３年度 7,400 16,300 6,600 20,500 40,600 569,700

合　　計 ２２年度 11,300 21,200 9,300 25,600 50,200 741,700

前年度比 150.0% 145.4% 142.4% 143.4% 135.7% 138.7%

前々年度比 98.2% 111.8% 101.1% 114.8% 109.8% 106.6%
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Ⅱ 観光入込客数（延べ人数）
１ 総 数

平成２４年度の全道１７９市町村における観光入込客数（実数）を合計した総数（延べ

人数）は、１億２,７５２万人で、前年度に比べて４.４％の増加となりました。

また、宿泊客延べ数の合計は、３,０２９万人泊で、前年度に比べて４.９％の増加とな

りました。

２ 圏域別

圏域別の観光入込客数（延べ人数）を見ると、６圏域とも前年度に比べ増加しており、

釧路・根室圏９.１％、道南圏７.０％、十勝圏５.４％、オホーツク圏４.１％、道央圏３.８％、

道北圏３.４％の増加となりました。

また、宿泊客延べ数でも、６圏域とも前年度に比べ増加しました。

なお、各圏域の特徴は次のとおりです。

春・夏は天候に恵まれたイベントや週末が多く、過去最高の来場者となった「たきかわ菜の花ま

道 央 圏
つり」（滝川市）のほか「室蘭市開港１４０年・市制施行９０年」記念事業などがあり、また冬も

「さっぽろ雪まつり」や「千歳・支笏湖氷濤まつり」などは来場者が増加したものの、５月連休後

半や冬の悪天候、春の主要幹線道路の不通などにより、前年比では増加しましたが前々年には及び

ませんでした。

５月の「桜回廊」イベント（北斗市）、６月の「全国城下町シンポジウム」（函館市）、江差追分

道 南 圏 大会の５０周年関連行事（江差町）などに加え、国際線チャーター便・定期便の回復（函館空港）

や１１月の道央道森・大沼公園間の開通などにより、前年比・前々年比とも増加しました。

天候に恵まれた春・夏の道内客の増加（旭川市、富良野市など）、海水浴客の増加（留萌市）に

道 北 圏 加え、道外路線の増便（旭川空港）、機材大型化（稚内空港）などがあったものの、冬の悪天候な

どにより、前年比では増加しましたが前々年比では減少しました。

７月の「山の水族館」のリニューアルオープン（北見市）、道外路線の機材大型化（女満別空港、

オホーツク圏 オホーツク紋別空港）、流氷期間の長期化などがあった一方、冬の悪天候などにより、前年比では増加

しましたが前々年比では減少しました。

前年１０月の道東道夕張・占冠間の開通による交通アクセスの向上に加え、６月から１０月まで

十 勝 圏 開催された「北海道ガーデンショー」（清水町）、スポーツや食の新たなイベントなどにより、前年

比・前々年比とも増加しました。

前年１０月の道東道夕張・占冠間の開通による交通アクセスの向上、道外路線の機材大型化（釧

釧路・根室圏 路空港）に加え、４月にグランドオープンしたアイヌシアター「イコロ」（釧路市）、７月に開催さ

れた「新・ご当地グルメグランプリ」（別海町）などにより、前年比・前々年比とも増加しました。

＜観光入込客数（延べ人数）の圏域別構成＞

圏 域 観光入込客数 前年度比 前々年度比 構成比

道 央 6,970万人 103.8％ 98.4％ 54.7％

道 南 1,083万人 107.0％ 102.3％ 8.5％

道 北 2,116万人 103.4％ 95.7％ 16.6％

オホーツク 832万人 104.1％ 97.0％ 6.5％

十 勝 963万人 105.4％ 106.6％ 7.6％

釧路・根室 788万人 109.1％ 103.0％ 6.2％

合 計 12,752万人 104.4％ 99.0％ 100.0％
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＜宿泊客延べ数の圏域別構成＞

圏 域 宿泊客延数 前年度比 前々年度比 構成比

道 央 1,701万人泊 104.4％ 106.1％ 56.2％

道 南 405万人泊 109.6％ 89.2％ 13.4％

道 北 390万人泊 103.4％ 98.1％ 12.9％

オホーツク 164万人泊 103.9％ 88.9％ 5.4％

十 勝 192万人泊 101.7％ 109.0％ 6.4％

釧路・根室 176万人泊 107.6％ 100.7％ 5.8％

合 計 3,029万人泊 104.9％ 101.3％ 100.0％

３ 市町村別

観光入込客数（実人数）を市町村別でみると、札幌市が１,３０４万人（前年度比

１０７.２％）で最も多く、次いで、小樽市６６０万人（同１０９.３％）、旭川市５７６

万人（同１０６.５％）、以下、千歳市、函館市、釧路市、登別市の順となっています。

一方、宿泊客延べ数でみると、札幌市が１,００７万人泊（前年度比１０５.１％）で最

も多く、次いで、函館市３４８万人泊（同１０８.８％）、釧路市１１６万人泊（同１１２.

７％）、以下、登別市、帯広市、倶知安町、小樽市の順となっています。

道央

56.2%

道南

13.4%

道北

12.9%

オホー

ツク

5.4%

十勝

6.4%

釧路・

根室

5.8%

＜観光入込客数(実人数)の多い市町村＞ ＜宿泊客延べ数の多い市町村＞

順位 市町村名 入込客数 前年度比 順位 市町村名 宿泊客延べ数 前年度比

1 札幌市 1,304万人 107.2% 1 札幌市 1,007万人泊 105.1%

2 小樽市 660万人 109.3% 2 函館市 348万人泊 108.8%

3 旭川市 576万人 106.5% 3 釧路市 116万人泊 112.7%

4 千歳市 488万人 107.6% 4 登別市 110万人泊 104.3%

5 函館市 450万人 109.6% 5 帯広市 96万人泊 105.2%

6 釧路市 334万人 111.8% 6 倶知安町 87万人泊 85.3%

7 登別市 284万人 106.9% 7 小樽市 71万人泊 110.2%

8 喜茂別町 257万人 94.5% 8 上川町 67万人泊 106.1%

9 帯広市 248万人 103.7% 9 旭川市 63万人泊 106.0%

10 洞爺湖町 224万人 111.0% 10 富良野市 63万人泊 106.4%

11 苫小牧市 189万人 105.4% 11 洞爺湖町 50万人泊 111.0%

12 上川町 180万人 105.3% 12 北見市 49万人泊 101.4%

13 富良野市 178万人 103.2% 13 斜里町 46万人泊 105.9%

14 七飯町 178万人 115.9% 14 音更町 46万人泊 100.9%

15 石狩市 172万人 100.4% 15 網走市 45万人泊 105.4%

16 白老町 170万人 98.8% 16 ニセコ町 45万人泊 109.8%

17 壮瞥町 152万人 117.9% 17 稚内市 41万人泊 116.0%

18 倶知安町 148万人 103.9% 18 留寿都村 36万人泊 104.7%

19 伊達市 147万人 74.0% 19 占冠村 32万人泊 109.1%

20 北見市 145万人 118.8% 20 室蘭市 29万人泊 98.6%
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４ 訪日外国人来道者の宿泊延べ数

(1) 国・地域別

平成２４年度の訪日外国人来道者の宿泊延べ数は、２５０万１千人泊で、前年度に比

べて５１.３％の大幅な増加となりました。

国・地域別に見ると、台湾が８７万７千人泊で全体の３５.１％を占め最も多く、次

いで香港が３６万３千人泊で１４.５％、韓国が２６万６千人泊で１０.６％、中国が

２６万４千人泊で１０.５％、オーストラリアが１９万１千人泊で７.７％、以下シン

ガポール、タイなどの順となっています。

(2) 圏域別

圏域別に見ると、道央圏が１７８万６千人泊と全道の７１.４％を占め最も多く、次

いで道北圏、道南圏、十勝圏、釧路・根室圏、オホーツク圏の順となっています。

前年度と比較すると、オホーツク圏の前年度比８１．９％増をはじめ、他の５圏域

でも大きく増加しました。

(3) 市町村別

市町村別に見ると、札幌市が８５万４千人泊（前年度比１６１.１％）で最も多く、

次いで倶知安町が２２万８千人泊（同１７７.０％）、登別市２１万１千人泊（同１３６.６％）、

函館市１８万８千人泊（同１５５.９％）、上川町１１万７千人泊（同１４７.５％）とな

っています。

〈圏域別訪日外国人来道宿泊延べ数〉 (単位：人泊）

ア　　ジ　　ア

中国 韓国 台湾 香港 シンガポール マレーシア タイ インド

道　央 208,449 223,856 493,961 278,516 112,432 41,895 63,346 1,437 168,983

道　南 12,611 21,779 142,917 7,578 8,074 1,345 3,115 228 852

道　北 20,281 11,687 122,833 32,128 22,039 3,027 11,181 82 10,107

ｵﾎｰﾂｸ 6,548 3,453 25,719 14,819 4,716 1,203 1,991 37 485

十　勝 6,917 2,615 49,955 21,445 15,525 3,709 1,790 51 10,651

釧路・根室 8,893 2,280 41,478 8,698 4,225 1,106 729 10 341

全　　道 263,699 265,670 876,863 363,184 167,011 52,285 82,152 1,845 191,419

前年度比 133.9% 144.4% 153.7% 126.4% 137.4% 186.7% 355.1% 123.0% 187.0%

構成比 10.5% 10.6% 35.1% 14.5% 6.7% 2.1% 3.3% 0.1% 7.7%

ロシア イギリス フランス ドイツ アメリカ カナダ

道　央 14,516 12,417 4,336 3,846 40,784 7,965 109,131 1,785,870 1,158,309 154.2%

道　南 252 362 258 299 2,172 749 5,559 208,150 130,831 159.1%

道　北 2,244 680 464 654 2,492 540 10,602 251,041 182,725 137.4%

ｵﾎｰﾂｸ 411 98 305 215 856 132 3,005 63,993 35,183 181.9%

十　勝 28 190 268 63 804 93 2,266 116,370 96,051 121.2%

釧路・根室 3,692 346 274 171 1,271 362 1,805 75,681 49,645 152.4%

全　　道 21,143 14,093 5,905 5,248 48,379 9,841 132,368 2,501,105 1,652,744 151.3%

前年度比 149.7% 158.2% 135.5% 128.3% 192.5% 153.6% 178.2% 151.3%

構成比 0.8% 0.6% 0.2% 0.2% 1.9% 0.4% 5.3% 100.0%

前年度比

圏　域 オーストラリア

圏　域
ヨーロッパ 北　　米

その他 計 23年度
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【宿泊延べ数の多い上位５カ国・地域】 【宿泊延べ数の多い市町村】

順位 国名 宿泊延べ数 前年度比 順位 市町村名 宿泊延べ数 前年度比

１ 台湾 876,863人泊 153.7% １ 札幌市 854,330人泊 161.1%
２ 香港 363,184人泊 126.4% ２ 倶知安町 228,345人泊 177.0%
３ 韓国 265,670人泊 144.4% ３ 登別市 210,710人泊 136.6%
４ 中国 263,699人泊 133.9% ４ 函館市 187,924人泊 155.9%
５ オーストラリア 191,419人泊 187.0% ５ 上川町 116,815人泊 147.5%

【中国の宿泊延べ数の多い市町村】 【韓国の宿泊延べ数の多い市町村】

順位 市町村名 宿泊延べ数 前年度比 順位 市町村名 宿泊延べ数 前年度比

１ 札幌市 121,064人泊 157.1% １ 札幌市 103,434人泊 151.0%
２ 壮瞥町 14,815人泊 159.2% ２ 登別市 44,867人泊 134.0%
３ 登別市 12,961人泊 104.3% ３ ニセコ町 13,919人泊 172.1%
４ 千歳市 10,934人泊 124.8% ４ 留寿都村 12,405人泊 122.2%
５ 函館市 10,087人泊 143.5% ５ 函館市 10,961人泊 177.9%

【台湾の宿泊延べ数の多い市町村】 【香港の宿泊延べ数の多い市町村】

順位 市町村名 宿泊延べ数 前年度比 順位 市町村名 宿泊延べ数 前年度比

１ 札幌市 253,281人泊 161.6% １ 札幌市 142,245人泊 117.2%
２ 函館市 137,118人泊 157.8% ２ 倶知安町 40,338人泊 162.5%
３ 登別市 104,937人泊 149.4% ３ 登別市 22,309人泊 99.0%
４ 上川町 75,765人泊 144.2% ４ ニセコ町 17,550人泊 139.4%
５ 洞爺湖町 38,829人泊 131.3% ５ 小樽市 16,816人泊 123.5%

【シンガポールの宿泊延べ数の多い市町村】 【オーストラリアの宿泊延べ数の多い市町村】 

順位 市町村名 宿泊延べ数 前年度比 順位 市町村名 宿泊延べ数 前年度比

１ 札幌市 46,705人泊 145.9% １ 倶知安町 127,986人泊 184.2%
２ 倶知安町 17,151人泊 181.9% ２ ニセコ町 15,206人泊 202.0%
３ 新得町 14,030人泊 118.9% ３ 札幌市 11,224人泊 212.3%
４ 上川町 11,485人泊 106.6% ４ 新得町 10,534人泊 207.0%
５ 登別市 11,038人泊 131.1% ５ 留寿都村 10,136人泊 217.4%

【タイの宿泊延べ数の多い市町村】

順位 市町村名 宿泊延べ数 前年度比

１ 札幌市 40,519人泊 372.5%
２ 上川町 6,828人泊 410.8%
３ 壮瞥町 4,436人泊 441.8%
４ 登別市 3,924人泊 563.0%
５ ニセコ町 3,592人泊 484.8%
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Ⅲ 観光消費額単価

道内１３の観光地点において実施したパラメータ調査により得られた観光消費額単価は、

下表のとおりとなっています。

＜平成２４年度 観光消費額単価＞ （単位：円）

区 分 日帰り 宿 泊

道内客
観光 ３,９６１ (３,７８６) ２０,７１０ (１９,７２６)

第１
ビジネス兼観光 ２,０１３ (２,１６７) ３２,３３８ (３２,０６３)

四半期 道外客
観光 ９,１８８ (８,０００) ７５,８４３ (８０,１８２)

ビジネス兼観光 － ( － ) ５９,３８４ (６０,５１４)

外国人
観光 － ( － ) １１９,８０９ (９９,０１５)

ビジネス兼観光 － ( － ) ５２,６３２ (１０１,７２６)

道内客
観光 ３,２９５ (２,８６８) ２４,３４３ (２０,７５７)

第２
ビジネス兼観光 ２,３３４ (２,１３５) ２２,４１３ (１９,８０８)

四半期 道外客
観光 ２２,４１９ (２１,５２４) ８２,４０２ (８１,１６３)

ビジネス兼観光 － ( － ) ３０,３１６ (３１,９１６)

外国人
観光 － ( － ) １２６,０４６ (１３２,２４２)

ビジネス兼観光 － ( － ) ５５,２４１ (７８,３２７)

道内客
観光 ３,９８７ (３,９６４) ２１,８１１ (２０,８２０)

第３
ビジネス兼観光 ４,０２８ (１,８１６) ３２,７８８ (１９,３０９)

四半期 道外客
観光 ２０,１００ (１９,５３３) ６５,３６１ (６４,８２８)

ビジネス兼観光 － ( － ) ４２,８２０ (２０,７６３)

外国人
観光 － ( － ) １３４,２１７ (１４６,２８５)

ビジネス兼観光 － ( － ) ６２,４１４ (７７,９９８)

道内客
観光 ２,８５０ (２,７７５) ２０,６７３ (２０,３７８)

第４
ビジネス兼観光 ４,４２５ (２,７０３) ２４,７１６ (２８,２２９)

四半期 道外客
観光 ２３,１４３ (２４,１００) ７４,８６７ (７４,２０８)

ビジネス兼観光 ５,５８２ ( － ) ２６,４５８ (３０,７７８)

外国人
観光 １３,３３０ ( － ) １１９,４１９ (１１７,０４５)

ビジネス兼観光 ７,４２３ ( － ) ６５,４４２ (５７,８７８)

※ （ ）内の数値は、前年度の単価です。

「観光消費額単価」は、道内１３の観光地点で実施したパラメータ調査により得られたサンプルか

ら算出しています。

なお、Ｈ２３年度から、外国人の「観光」については、上記の道内１３の観光地点に加え、新千歳

空港において実施した調査により算出していますが、「ビジネス兼観光」はサンプルが少ないため、

観光庁から提供された単価を掲載しています。

また、Ｈ２４年度第４四半期からは、道内客、道外客、外国人客とも、「ビジネス兼観光」は観光

庁から単価が提供されることとなったため、その値を掲載しています。
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